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東部・西部障害福祉総合センター

地域とのふれあいを
大切にします

足立区には二つの障害福祉総合センターがあるのをご存じ
で しょうか。ひょっとすると、「障害者施設は自分には 関係
ない」と思っている人も多いのではないでしょうか。センタ
ーではお祭りや施設紹介、そして様々なボランテ ィア活動な
どを通して地域との交流を大切にしています。
今回は皆さ んにセンターのことをも っと知ってもらいたい

と思います。
東部障害福祉総合センター 西部障害福祉総合センター

私
た
ち

だ
っ

て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
通
う
障
害
者
の
皆
さ
ん

は
、
何
か
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い

す
る
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。で
も
、

い
つ
も
お
願
い
す
る
ば
か
り
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
新
聞
の
回
収
、

地
域
の
清
掃
、
ワ
ー
プ
ロ
教
室
の
講
師

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い

ま
す
。

□
区
民
対
象
陶
芸
教
室
の
講
師
も

区
内
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
や
、
障
害
者
対
象
講
習
会
の
卒
業

生
が
、
主
体
的
に
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
陶
芸
サ

ー
ク
ル
も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。

東
部
に
は
陶
東
(
と
う
と
う
)
、

西
部
に
は
穂
多
里
(
ぽ
た
り
)
と

い
う
陶
芸
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
素

敵
な
陶
芸
作
品
を
つ
く
り
、
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
活
動
の
ほ
か
、

セ
ン
タ
ー
主
催
、
区
民
対
象
の
陶

芸
教
宰
で
は
、
講
師
と
し
て
自
分

た
ち
の
身
に
付
け
た
技
術
を
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

陶芸サークル「穂多里」の皆さん

陶

芸

教
室
が

き
っ
か
け
で

こ
の
陶
芸
教
室
に
参
加
し
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
継
続
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
希
望
し
て
セ
ン
タ
ー
み
訪
れ
て
く

る
人
も
い
ま
す
。

島
根
四
丁
目
の
高
橋
正
雄
さ
ん
は
、
4

年
前
に
西
部
セ
ン
タ
ー
の
穗
多
里
の

皆
さ
ん
が
講
師
を
勤
め
る
陶
芸
教
室
に

参
加
し
、
そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
本
町
四
丁
目
の
鈴
木
時

洽
さ
ん
も
陶
芸
教
室
の
参
加
を
き
っ
か

け
に
セ
ン
タ
ー
が
身
近
な
存
在
に
な
り

ま
し
だ
。

「
6
年
ほ
ど
前
、
東
部
セ
ン
タ
ー
の
陶

芸
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
障
害
を
痔

つ
み
ん
な
が
一
生
懸
命
に
教
え
て
ぐ
れ

ま
し
て
ね
。
そ
う
い
っ
た
優
し
さ
に
ふ

れ
て
、
私
に
も
何
か
手
伝
え
る
こ
と
は

な
い
か
と
セ
ン
タ
ー
に
聞
い

た
ん
で
す
。「
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
が
あ
る
か
ら
い
つ
で
も

来
て
ぐ
だ
さ
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。以
来
、
月
に
一
、

二
度
、
時
間
の
あ
る
と
き
に

生
活
実
習
訓
練
に
お
じ
ゃ
ま

し
て
、
み
ん
な
の
作
業
を
手

伝
っ
た
り
、
一
緒
に
お
し
や

べ
り
を
し
た
り
し
て

楽
し

ん
で
い
ま
す
。

毎
日
会
っ
て
い
な
い
分
だ
け
、
み
ん

な
の
成
長
が
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
。
そ

れ
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
目
で

語
っ
た
り
、
髪
を
な
で
て
み
た
り
と

、

彼
ら
は
彼
ら
な
り
の
万
法
で
自
分
た
ち

の
気
持
ち
を
衷
現
し
て
き
ま
す

。
彼
ら

の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で

、
障
害
者
や
そ
の
施
設
を
敬
遠

し
が
ち
な
人
も
い
る
と
思
い
ま

ふ

、

そ
ん
な

人
た
ち
に
も
ぜ
ひ

、
彼
ら
の
優

し
さ
や
懸
命
さ
に
触
れ
て
ほ
し
い
で

す

ね
。
こ
ち
ら
で
垣
根
を
作
つ
て
ほ

ダ
メ

。

み
ん
な
が
一
緒
に
暮
ら
じ
て
い
き
た
い

で
す
ね

」

セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
か
ら
も
お
祭

り
や
夏
休
み
の
中
高
牛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
地
域

の
皆
さ
&
と
の
交
流
か
深
め
、
結
び
付

き
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「みんなと会うのが楽しみです」と鈴木さん

サークルを手伝う高橋さ ん

↓ ボランティアを体験しよう ↓
□ ボランテ ィア体験教室
「ボランティアをしてみたいけ
れど、どうしたらよいかわから
ない」。そんな方のための教室
です。日時=6月25日團・7
月2日閑、午前9時30分～正午

(ご 都合の良 い日にご参加く だ
さい) 内 容= センタ ーでのボラ
ンティアの活動と心がまえなど

申込= 電話 場・申・問= 東部
障害福祉総 合センタ ー
□ 夏休み体験ボランテ ィア
夏休 みにボランティア体験を

し てみませんか。どなたでも参

加できます。7月27日の全体会
の後、5回の日程のいずれかに

参加します。日程=　全体会…
7月27日( 月) 、午前10時～正午。
講演会および全体オリエンテー
ション。ボランティア体験　選
択… ①7 月28日㈹・29日困/ ②7
月30日團・31日窗/ ③8 月3

日(月)・4 日叫/ ④8 月6 日團・7
日窗/ ⑤8 月10日(月)・11日脚

のうち1 回( 昼食をご持参くだ
さい) 申込= 電話 場・申・
問先= 西部障害福祉総合センタ
ー

足 立 区 議 会
議長決まる

瀬田富男議長
5 月27日に、足立区議会臨

時会が開かれ、議長に瀬田富

男議員( 自由民主党) が選出

されました。

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大
/
特
別
区
制
度
改
革
/

保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
食
中
毒
に
ご
用
心
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
車
検
場
訪
問

6
・
7
面
▽
国
保
・
退
職
者
医
療
制
度
/
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
/

催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

平
成
1
0年
4
月
1
日

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
施
行

た
ば
こ
・
空
き
缶
・
ガ
ム
・
紙
く
ず
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
区
内
全
域
で

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

東部障害福祉総合センター　　　　5682- 5370
神 明 南2- 6- 18
北綾瀬駅から徒歩15分
[バス]綾瀬駅～八潮車庫　神明南町下車徙歩約10分

亀有駅～六ツ木団地/ 八潮車庫/ 木曽根　それぞ
れ辰沼団地入口下車徒歩約10分

西部障害福祉総合センター　　　　3853- 0632
谷在家3- 13- 1
[ バス] 西新井駅～都市農業公園　上鹿浜下車徒歩約10分

西新井駅～皿沼循環　皿沼不動前下車徒歩約3 分
日暮里駅～足立流通センター　谷在家一丁目下車
徒歩約8 分

2
面
で
事
業
紹
介
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1面 から

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

セ
ン
タ
ー
事
業
紹
介

セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
区
民
の
万
を
対
象

に
し
た
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

移
動
が
困
難
な
方
に
は
、
送
迎
の
た

め
の
通
所
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

□
出
前
も
し
ま
す
…
…
…
…
啓
発
事
業

障
害
を
持
つ
方
も
持
た
な
い
方
も
、

と
も
に
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
普
通
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
、車
い
す
体
験
教
室
・

施
設
公
開
・
陶
芸
教
拏
な
ど
の
啓
発
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
き
に
は
中
学

校
へ
お
じ
や
ま
し
て
、
生
徒
さ
ん
や
P
T
A

の
方
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

教
冤
や
、
ボ
フ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

□
元
気
の
源
…
…
……
生
活
実
習
訓
練

心
身
に
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、

毎
日
元
気
に
通
っ
て
牛
活
を
豊
か
に
す

る
活
勣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
新

聞
回
収
も
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
ん
も
大
歓
迎
。

□
職
人
集
団
で
す
…
…
…

福
祉
作
業
所

中
軽
度
の
知
的
障
害
者
の
方
が
、
箱

折
り
・
袋
詰
め
な
ど
の
仕
事
を
レ
な
が

ら
、
就
職
に
む

け
て
必
要
な

訓
練
を
行

っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
仕
事

が
あ
っ
た
ら
紹
介
し
て

ぐ
だ
さ
い
。

□
よ
ろ
ず
相
談
承
り
ま
す
・・・
相
談
事
業

心
身
の
障
害
に
関
す
る

様
々
な
こ
と
、

補
装
具
や
介
護
用
品
・
自
助
具
に
関
す

る
相
談
な

ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

専
門
職
が
お
受
け
し
ま
す
。

□
楽
し
み
な
が
ら
友
違
つ
く
る

り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
技
能
講
習
会

在
宅
の
障
害
者
を
対
象
に
、
音
楽
・

陶
芸
・
籐
手
芸
・
絵
画
・
和
紙
工
芸
な

ど
の
講
習
会
を
仔
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ン

ス
や
気
功
と
い
っ
た
身
体
を
勣
か
す
種

目
も
あ
り
ま
す
。

□
外
に
出
ま
し
ょ
う

…
…
…
…
…
…
…
リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練

交
通
事
故
や
脳
血
管
の
病
気
な
とで

、

身
体
に
障
害
を
負
っ
た
方
を
対
象
に
、

牛
活
に
必
要
な
援
助
や
機
能
訓
練
を
行

い
ま
す
。

□
ち
び
っ
こ
は
こ
ち
ら
…
…
幼
児
指
導

発
進
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
就
学
前
の

お
子
さ
ん
に
、
発
達
支
援
の
た
め
小
集

団
で
の
ま
で

遊
び
の
指
導
や
、
心
理

・
言
晤
の
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
方
の
相
談
や
、
幼
稚
園
・
保

音
園
へ
の
出
張
相
談
も
し
ま
す
。

地 域 の お 祭 り に も 参 加

福 祉 作 業 所

重度障害者宿泊行事

ボランティア募集
宿
拍
行
事
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
y
す
。
み
ん

な
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
こ
と
き
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7
月
辺
日

團
・
N
日
颱
、
I

泊
2
日

場
所
=

栃
木
県
障
害
者
保

養
セ
ン
タ
ー
那
珂
川
苑

対
象
=
1
8

歳
以
上
の
健
康
な
男
女

内
容
=

重
度
障
害
者
の
介
助
補
助

定

員
=
若
干
名

※
宿
泊
費
、
食
費

は
無
料
、
傷
害
保
険
付
き
、
謝
礼

有
り

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

問い合わせ

↓
国
道
4
号
線
の
東
側
お
よ
び
千
住
地
域
の
方
は
・
:

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

↓
国
道
4
号
線
の
西
側
お
よ
び
小
台
・
宮
城
・
新
田
地
域
の
方
は
…

西
都
障
客
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

選挙豆知識

きれいな選挙は
みんなの願い

政治家等の寄附は
禁止されています

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附

を
す
る
こ
と
は
、い
か
な
る
名
目
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
に
は
金
銭

だ
け
で
な
ぐ
品
物
も
含
ま
れ
、
お
中
元

な
ど
を
贈
る
こ
と
や
。
祭
り
で
の
寄
贈

な
ぐ
ぞ

き
ま
せ
ん
。
有
権
者
が
こ
れ

ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
比
さ
れ
て
お
り
、

政
治
冢
等
に
強
要
す
る
と処
罰
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
政
治
家
等
は
、
暑
中
見
舞

い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
)
を
出
す

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
贈
ら

な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」

が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に
つ
な
が

り
宅
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

乳幼児医療費助成制度
対象年齢が
拡大されます

現
在
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、1
0月
1
日
か
ら
対
象
年
齢
を
3
歳
以
上
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。
た

だ
し
、
保
護
者
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
変
更
な
く

継
続
し
ま
す
。

資
格
要
件

3
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月
の
初
日
か

ら
I
歳
に
達
し
た
日
以
降
最
初
の
1
月
3
1

日
ま
で
の
乳
幼
児
で
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
に
該
当
す
る
万
(
牛
活
保
護
受

給
者
・
施
設
入
所
者
・
里
子
・
⑩
受
給

者
・
巷
受
給
者
は
除
く
)

①
足
立
区
内
に
住
民
登
録
(
外
国
人
登

録
)
し
て
い
る
/
②
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
社
会
保
険
(
社
会
保
険
各
法
)
に

加
入
し
て
い
る
/
③
保
護
者
の
所
得
が

限
度
額
(
表
―
)
を
超
え
な
い

表1　 所得制限の限度額

所
得
制
限

□
所
得
制
限
の
限
度
額

所
得
税
法
に
規
定
す
る
控
除
対
象
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
等
の
人
数
に
よ

り
、
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
(
表
1
)
。

□
所
得
判
定
の
方
法

乳
幼
児
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
(
父
吏

ぽ
母
、
父
母
が
い

な
い
場
合
は
実
際
の
養
育
者
)
の
平
成
9

年
(
1
月
か
ら
1
2月
)
の
所
得
(
注
)

か
ら
表
2
の
各
種
控
除
を
差
し
引
い
た

所
得
(
判
定
所
得
と
い
い
ま
す
)
が
所

得
制
限
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば
、
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

注
・・・
所
得
と

は
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
ほ

、
給
与
所

得
控
除
後
の
金
額
で
、
そ
の
ほ
か
の
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
収
入
か
ら
必
要
経

費
を
控
除
し
た
金
額
を
い
い
ま
す

表2　 控除額一覧

給
付
内
容
等

対
象
児
に
は
、(
乳
)
医
療
証
を
交
付
し

ま
す
。(
乳
)
医
療
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
診
療
に
よ

る
目
己
負
担
分
を
区
が
助
成
し
ま
す

。

取
り
扱
い
医
療
機
関

□
4
歳
未
満
の
(
乳
)
医
療
証

都
内
の
医
療
機
関
で
便
え
ま
す
。
都

外
の
医
療
機
関
で
受
診
レ
た
場
命
は
、

自
己
負
相
芬
を
支
払
い
、
後
日
区
に
払

い
戻
し
の
申
請
を
し
ま
す
。

□
4
歳
以
上
就
学
未
満
の
(
乳
)
医
療
証

区
内
の
医
療
機
関
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

区
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、

自
己負
相
芬
を
支
弘
い
、
後
日
区
に
払

い
戻
し
の
甲
請
を
し
ま
す
。

医
療
証
の
申
請
手
続
き

こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
乳
幼
児
医

療
証
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

4
年
4
月
2
日
か
ら
7
年
1
0月
1
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
の
保
護

者
に
は
、7
月
上
旬
に
申
請
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

1
0
年
1
0
月
1
日
以
降
3

歳
に
な
る
乳
幼
児
(
現

在
(
乳
)
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
)

7
年
1
0月
2
日
以
降
に
ま
ま
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、―
歳
に
到
津
す
る
月
で

所
得
判
定
を
付
い
、所
得
制
限
内
の
方

に
は
、―
歳
到
達
月
の
翌
月
以
降
の
(
乳
)

医
療
証
を
送
付
し
、
所
得
制
限
超
過
の

方
に
は
別
途
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
募
集

こ
の
制
度
の
医
療
の
現
物
給
付
に
協

力
し
て
い
た
だ
く
、
医
療
機
関
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

区
内
の
医
療
団
体
等
(
足
立
区
医
師

会
、
足
立
区
歯
科
医
師
会
、
足
立
区
薬

剤
師
会
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
)
会

員
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
代
表
し

て
契
約
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
寮
費
助
成
制
度
に
つ
い
で
は

問
年
=
児
童
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

特
別
区
制
度
改
革

区
が
行
う
仕
事
　
そ
の
⑤

「
家
庭
用
品
の
安
全
を
守
り
ま
す
」

有
害
物
質
を
含
有
す
る
家
庭
用
品
の

規
制
に
関
す
る
事
務

家
庭
用
品
と
は
、
下
着
、
く
つ
下

、

カ
ー
テ
ン
等
の
繊
維
製
品
や
ト
イ
レ

・
ふ
ろ
場
等
の
掃
除
に
使
う
住
宅
用

洗
浄
剤
な
こ
私
た
ち
が
日
常
生
活
で

使
用
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
に
は
品
質
や
機
能

を
向
よ
さ
せ
る
た
め
に
化
学
物
質
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
化
学
物

質
が
場
合
に
よ
っ
て
は
、
健
康
被
害

を
起
ご
す
こ
と
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
防

止
の
た
め
、
家
庭
用
品
の
種
類
に
応
じ

て
、化
学
物
質
の
含
有
・
溶
出
量
等
の
基

準
が
設
け
ら
れ
、
衣
類
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
贄
種

類
の
化
学
物
質
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
東
京
都
が
こ
れ
ら
規
制
対
象

品
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
、
こ

れ
ら
の
事
務
が
区
の
仕
事
と
し
て
移
管

さ
れ
、
検
査
や
基
翆
違
反
の
製
品
の

回
収
命
令
や
立
ち
入
り
検
査
等
を

、

区
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
区
民

生
活
に
身
近
な
保
健
所
が
行
い
ま
す

の
で

、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の

苦
情
や
相
跡
な

ど
に

、
迅
速
で

。
き

め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す

。

(
有
害
物
質
を
含
有
す
る
家
庭
用
品

の
規
制
に
関
す
る
法
律
<
第
1
条
、

旃
7
条
1
項
>
)

問
先
=

足
立
保
健
所
衛
生
指
導
課

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
衛
生
指
導
課

(
3
1
8
)
4
2
7
7

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
　
⑧

人
間
の
自
由
と
権
利
を
求
め
る
、
い

わ
ゆ
る
自
由
民
権
運
励
は
、
明
治
1
0年

か
ら
し
だ
い
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。自

由
民
権
運
動
は
、
思
想
的
に
は
西

欧
の
民
主
主
義
思
想
の
影
響
を
う
け
、

や
が
て
い
く
つ
か
の
政
党
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
勳
は
、
地
租
を
軽
ぐ
し
て
も

ら
芻
う
と
す
る
地
主
や
農
民
も
加
わ
っ

て
、
し
だ
い
に
広
範
囲
な
も
の
と
な
っ

て
い
き
ま
レ
た
。
解
放
令
の
実
態
に
失

望
し
て
い
た
同
和
地
区
の
人
ぴ
と
も
、

部
落
解
敖
の
願
い
と
結
び
つ
け
て
、
こ

の
運
動
に
參
加
す
る
人
が
出
て
き
ま
し

た
。
神
奈
川
、
兵
庫
、
大
阪
、
岡
山
、

福
岡
な
こ
で
、
民
権
運
駟
と
解
放
へ
の

願
い
を
結
ん
な
活
勣
だ
行
わ
れ
ま
レ
た
。

こ
う
レ
た
中
で
、
中
江
兆
民
の
活
動

は
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
ま
レ
た
。
兆

民
は
、
明
治
2
0
年
に
保
安
条
例
に
ょ
っ

て
東
亰
を
追
放
さ
れ
大
阪
に
移
り
ま
す
。

そ
し
て
、
2
3年
の
第
1
回
衆
議
院
選
挙

に
出
馬
し
て
当
選
し
ま
レ
た
。これ
は
、

大
阪
の
同
和
地
区
の
人
び
と
の
応
援
と

支
援
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を
!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
だ

。光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
自
動
車
、
工
場
、
ビ
ル
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
た
窒
累
酸
化
物
。
炭
化
水

素
な
ど
の
大
気
中
の
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応
を
起

こ
し
発
生
し
ま
す
。
目
や
の
ど
を
刺
激

し
た
り
、
植
物
に
も
被
害
を
与
え
ま
す
。

注
意
報
・
警
騨
な
ど
が
出
た
と
き
は
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
ぐ
外
に
出
な
い

▽
屋
外
で

の
運
勳
は
レ
な
い

▽
自
動
車
の
運
転

は
で
き
る
が
け
レ
な
い

▽
目
や
の
ど

に
刺
激
を
感
じ
た
と
きほ

、
目
を
洗
い
、

う
が
い
を
す
る

※
被
罟
を
受
び
た
と

き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

問
先
=
環
境
課
調
整
係

□ 写真展　近隣の写真愛好家による写真展を行います。日時=6月15日～28日、午前10時～午後5時　場・問先=地域生活支援センター「喫茶ふれんどりぃ」
(竹の塚6- 18- 12) 　3883- 7177



1998 年( 平成10 年) 6 月10 日 あ だ ち 広 報 第1209 号( 3)

保
健
福
祉

ガ
イ
ド

(福)
高
齢
者
医
療
助
成
制
度
の
ご
案
内

□
医
療
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
①
足

立
区
内
に
在
住
の
方
②
6
5
歳
か
ら
6
9
歳

ま
で
の
方
③
国
民
健
康
保
険
の
方
、
ま

た
ほ
、
社
会
保
険
の
家
族
の
方
④
所
得

が
基
準
内
の
方
(
表
3
)
⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い
方
⑥
(
福
)
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
方

□
助
成
の
内
容

都
内
の
医
療
機
関
(
一
部
適
用
除
外

の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
)
で
支
払
う
金

顴
は
表
4
・
5
刀
と
お
り
で
す
。

▽
都
外
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き

一
部
の
医
療
機
関
を
の
ぞ
き
、
都
外

で
は
(
福
)
医
療
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
従
来

ど
お
り
健
謖
保
険
の
目
己
負
担
分
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
申
請
に
よ
り
、
健

康
保
険
の
自
己
負
袒
分
か
ら
(
福
)
の
目
己

負
担
金
を
差
し
引
い
た
額
が
戻
り
ま
す
。

問
先
=
医
療
助
成
係

表3　 所得基準表( 7 月1 日から適用)

※ 平成9 年中の所得です。税の所得額の計
算と多少異なります

表4　 外来のとき

表5　 入院のとき( 1 日当たり)

※ 差額ベッド代など保険のきかないものは
全額自己負担となります。

( 福)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

(
福
)
医
療
証
が
7
月
1
日
で
切
り
替
わ

り
ま
すか
、
こ
の
た
び
の
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
課
税
事
務
の
変
更
に

よ
り
、
引
き
纃
き
該
当
す
る
方
に
は
、

7
月
末
に
医
療
証
を
送
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
(
福
)
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
7

月
中
も
そ
の

ま
ま
お
使

い
く
だ
さ
い

。

問
先
=
医
療
助
成
係

保
育
園
児

募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢

に
よ
っ
て
は
空
き
の
な
い
と
こ
ろ
り
あ

り
ま
す
。

申
・
問
先
=
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
6
)

表6　 福祉事務所一覧

現
況
届
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
・
児
童
育
成
手
当

6
月
初
め
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。
現
況
届
は
、
1
0
年
度
(
1
0

年
1

月
～
1
1
年
5
月
)

の
手
当
て
を
受

け
る

た
め
に
必
要
な
届
け
で

す
。
内
容

を
磴
認
後
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
(

切
手
不
要
)
で
返

送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ

れ
な
い
と
、
6
月
か
ら
の
手
当
て
が
受

け
ラ
れ
な
ぐ
な
り
ま
す
。
現
况
届
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
て
等
で
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
痼
け
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。
期
限
=
6

月
3
0日

問
先
=
児
童
手
当
係

も
う
お
済
み
で
す
か

狂
犬
病
予
防
注
射

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
万
ば
、
6

月
中
に
お
近
ぐ
の
動
物
病
院
な
ど
で

必
す
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

犬
を
飼
つ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
だ
登
録

し
て
い
な
い
と
い
う
万
は
、
保
健
所
・

保
健
相
談
所
、
区
民
事
務
所
で
登
録
手

続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
千

住
保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

慢
性
肝
炎
の
学
習
会

慢
性
肝
炎
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、

療
養
治
療
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
=
毎
月
第
3
月
曜
日
(
6

月
は
跖
日
)
、
午
後
1
時
叩
分
～
3

時
3
0分

対
象
=
慢
性
肝
炎
の
万
と
家

族

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場

・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

心
の
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

精
神
分
裂
病
の
最
新
治
療

ご
家
族
と
し
て
、
治
療
に
つ
い
て
見

直
す
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
6
月
1
7日
團
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
釦
分

対
象
=
精
神
分
裂
病
愚
者

の
家
族

内
容
=
講
演
等

講
師
=
熊

谷
直
樹
氏
(
都
立
松
沢
病
院
精
神
科
医

師
)

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

介
護
保
険
制
度
に
向
け
て

高
齢
者
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

7
月
以
降
に
高
齢
者
実
態
調
査
を
付

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、1
2年
4
月
1
日
か
ら

始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
、
高

齡
者
の
万
々
の
生
活
状
態
、
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意
諏
や
利
用
状
況

な
ど
を
調
べ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
た
「介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

調
査
の
方
法
な
と
詳
細
は
、
後
ほ
ど

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
「
足
立
区
個
人
情
報
保
護

条
例
」
に
基
つ
い
て
取
り
扱
い
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課

自
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

寝
た
き
り
で
歯
科
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
足
立
区
歯

科
医
師
会
の
協
力
で
、「
在
宅
高
齢
者

訪
問
歯
科
診
療
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
の
6
5歳
嘔
上
の
寝
た

き
り
の
方
で
、
在
宅
で
介
護
者
の
い
る

方
(
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
万
は
、
事

前
に
歯
科
診
撩
を
受
け
て
よ
い
か
主
治

医
に
ご
確
認
ぐ
だ
さ
い
)

内
容
=
歯

科
医
師
の
訪
問
に
よ
る
歯
の
治
療
、
入

れ
歯
の
作
成
や
調
整
等
の
診
療

費
用
=

保
険
等
の
扱
い
に
よ
り
利
用
者
負
担
。

老
人
医
療
証
も
使
え
ま
す

※
申
し
込

み
受
け
付
け
後
、
現
況
確
認
の
た
め
訪

問
し
ま
す
の
で
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ

る
程
度
日
数
が
か
か
り
ま
す

申
・
問

先
=
保
健
予
防
係

健
康
づ
く
り
は
ま
ず
食
生
活
か
ら

□
食
と
健
康
教
室
「
知
っ
て
得
す
る
ダ

イ
エ
ッ
ト
」

食
べ
過
ぎ
か
気
に
な
る
万
、
減
量
し

た
い
方
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
探
し
て
み
ま
忙
ん
か
。

日
時
=
7

月
1
日
加
、
午
後
1
時
洳
分
～
3
時
3
0

分
/
8
日
㈹
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

珀
日
窗
、午
前
1
0時
～
正
午
(
3
日
制
)

内
容
=
あ
な
た
に
あ
っ
た
食
べ
方
と
運

動

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保

健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

□
出
張
調
理
体
験
教
室

す
こ
や
か
な
食
生
活
を
送
るだ
め
に
、

調
理
体
験
教
室
を
出
前
し
ま
す
。
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養
改
善
推
進

員
)
と
と
も
に
、
楽
し
ぐ
健
康
づ
く
り

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
=

相
談
に
よ
り
決
定

対
象
=
町
会
・
自

治
会
・
P
T
A
・
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容
=
次
の
中
か
ら
選
択

▽
骨
の
健

康
と
食
生
活

▽
肥
満
予
防
と
食
生
活

▽
子
供
の
健
康
と
食
生
活

▽
調
理
の

基
本
と
食
生
活

費
用
=
材
料
費
等
実

費

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
管
理
栄
養
士

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(
直
通
)

□
調
理
体
験
教
室

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く

り
を
考
え
る
教
室
で
す
。
親
し
い
仲
間

に
声
を
か
け
て
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
日
程
別
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時
等
=
表
7

定
員
=
各

日
2
5人

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
管
理
栄
養
士

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(
直
通
)

表7　調理体験教室

※ いずれも時間は、午後2時～4時

ワン ポ イント 健康
術

【ストレッチ体操】PART Ⅱ
今回は、「ストレッチ体操」の後半です。まずは、この体操の効
果についておさらいしましょう。ストレッチとは、「伸ばす」とい
う意味で、その刺激によって血行を促してからだの新陳代謝をさか
んにします。また、筋肉や関節が柔軟になりケガの予防にもなりま
す。そして、普段動かさないところを心地よく伸ぼすことで心もリ
ラックスできるのです。
この体操は、簡単で場所をとらずに短い時間で日常的にできるの

が特徴です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《体育課》

絵を見ながらチャレンジ! !
★ストレッチ体操の方法
・反動をつけずにジワジワと
伸ばしましょう。

・20秒前後、心地よく伸ばし
まし ょう。

・息を止めないでリラックス
しましょう。
・痛いところまで伸ばさない
ようにしましょう,

※ 呼吸について…筋肉は、息を止
めてしまうと縮んでしまう性質
があります。また、体内に十分
な酸素を取り入れることができ　
ません、したがって、常に自然　
の呼吸で行ってください。

①アキレス健 ②おしりとつけね ③ふくらはぎ

④肩・脚・からだのわき ⑤おなか

⑥おしりとつけね

⑦ 太 も も

⑧首の横

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
区
役
所
代
表
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

退
治
し
よ
う

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、6
月
と
8

月
の
年
2
回
発
生
し
、
樹
木
に
被
害

を
も
た
ら
す
害
虫
で
す
。6
月
に
完
全

に
退
治
す
れ
ば
、8
月
に
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
な
い
の
で
、
早
め
の
処
理
が
大

切
で
す
。

□
巣
の
見
つ
け
方

葉
の
裏
側
に
毛
虫
が
群

が
っ
て
巣
を
つ
く
り
ま
す
。

は
じ
め
は
、
表
皮
だ
け
を
残
し
て
葉
を

食
べ
る
の
で
、
葉
が
透
け
て
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
巣
の
う
ち
に
駆
除
す

る
の
が
、
最
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
プ

ラ
タ
ナ
ス
、
桜
、
柿
、
柳
な
ど
か
お
持

ち
の
方
は
、
特
に
注
意
し
て
葉
の
裏
の

状
態
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を
切

り
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
す
ぐ
に
焼
却
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
た
だ
け
で
は

毛
虫
が
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
す

ぐ
処
理
し
て
ぐ
だ
さ
い
。ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一
斉
に
発
生
す
る
た
め
、

駆
除
も
地
域
で
一
斉
に
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ませ
ん

。
各
家
庭
の
樹
木
(
庭
木
)

は
、
所
有
者
に
躯
除
の
責
任
が
あ
り
ま

す
。
高
さ
が
、5
m以
上
もあ
る
樹
木
、

所
有
者
不
明
の
樹
木
な
と
、
駆
除
が
困

難
な
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
学

校
、
公
園
、
街
路
樹
に
つ

い
て
は
、
各
管
理
者
が
駆

除
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
で
駆
除
す

る
万
の
た
め
に
、
各
区
民
事
務
所
で
薬

剤
と
動
力
噴
霧
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
保
健
管
理
課

◎ 訂正とおわび　5 月25日号でお知らせした足立区展・書道( 少年の部) の日程は次のとおりです。訂正しておわびします。
正しい日時=6月17日～21日、午前10時から午後6時( 最終日は5時まで) 場所=西新井区民ギャラリー《文化振興係》
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家庭の料理長!
食中毒にご用心! !

サルモネラが
あなたをねらっている

日ごとに蒸し暑さも増し、梅雨入りが話題に
上るころとなり ました。そして食中毒が発生し

やすい季節になります。
食中毒を予防するには、まず敵を知ることか
必要です。食中毒について正しい知識を身に付

け、食中毒発生ゼロ を目 指しましょう。

時
代
と
と
も
に
変
わ
る
?

最
近
の
食
中
毒
の
傾
向

一
昨
年
、
嘩
管
出
血
性
大
賜
菌
0
1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
か
全
国
各
地
で
発
生
し

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
y
。

死
者
旧
名
夲
冬
暑

、
9
干

兪

汳

り
の

思
裘
を
出
レ
た
こ
の
細
菌
に
よ
り
、
忘

れ
か
け
て
い
た
食
中
毒
に
対
す
る
警
戒

煢

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ

て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

X
J
>
Jろ
て

○
1
5
7の
猛
威
の

洽
で
忘

れ
ら
れ
か
梟

争

か
、
そ
れ
以
外
の
細

薗
も
こ
こ
畝
年
増
加
傾
向
を
見
せ
て
い

ま
す
。
中
で
も
群
を

薮
い
ア
自

立
つ
の

が
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
で
f
(

図
上

。

図1　 平成9 年度都内食中毒発生状況
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
よ
る
食
中
庫
か
急

増
し
た
の
は
平
成
元
年
。
前
年
ま
で
ほ

都
内
9
件
前
唆
だ
っ
た
も
&
'
急
に

2
5
件
あ
豕
n
i
犂
亡
¥
r
だ
。
そ
し

て

。
こ
れ
以

降
も
年
々
増
加
し
綉
け
て

い
る
の
で
す

図
2
)

。

図2　 サルモネラによる都内食中毒発生状況

サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
と
い
っ
て
も
、
い
ま

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
前
と
は

種
類
の
違
ろ
菌
で
す
。
新
種
の

菌
は
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
に
よ
り
濯
取
さ
れ
る
従
来

の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
と
違
い
、
主
に
鶏
卵

か
ら
感
染
す
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
ー
エ
ン
テ

リ
テ
ィ
テ
ィ
ス
と
膤
紅
る
も
の
で
y
。

糞
な
ど
に
よ
っ
て
卵
の
表
面
か
汚
染
さ

れ
る
だ
け
で

な
く
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に

感
染
し
た
鶏
の

体
内
刄

卵
の

殼
の
中

に
か
(

り
込
ん
で
し
恚
つ
の
か
特
徴
で

す
。
欧
米
刄

碚

和
6
0
季

只

か

ら
被

害
が
急
増
し
、
日
本
で
も
や
や
遅
れ
て

広
が
口
始
め
て
い
ま
す
。

厚
生
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
市
販
の

鶏
卵
が
サ
ル
モ
ネ
ラ
薗
に
汚
染
さ
れ
て

い
る
司
台
は
1
万
涸
に
I

個
。
h
が

し

こ
の
細
菌
は
恥
に
弱
い
た
め

、
十
分
な

加
熟
奮
7

ぼ

、
死
ん
で
し
ま
ロ

チ

。

サ
ル
モ
ネ
ラ

食
中
毒
の
匱
接
の
原
因
は
、

生
卵
■
f
t
g
l
つ
た
ま
ま
放
置
し
た
り
、
加

熱
弸

箚

不
十
分
だ
っ
た
り

と
、
扱
い

方
に
問
題
が
あ
2

ヂ

。
つ
ま
り
、
正

と

取
り
扱
い
さ
え
す
れ

ば
、
誰
で
も

食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
か
で

き
る
の
で
歹
。

正
体
を
つ
か
め
!

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
特
徴

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
、
鶏
、
原
、
牛
な

ど
の
勳
物
の
腸
管
や
河
川
、
下
水
な
ど

自
然
界
に
広
ぐ
分
布
し
て
お
り
、
二
千

蠢
武
y
の
仲
間
が
知
烏
て
い
求
す
。

低
温
や
乾
燥
に
対
し
て
は
か
な
口
会
い

の
で
す
か
、
熱
に
弱
い
の
で
7
5
刄
1

分
の
加
熟
で
容
易
に
死
侭
y
チ
。
レ

バ
刺
し
な
ど
、
肉
の
生
食
に
よ
る

事
故

も
し
ぱ
し
ぱ
君
霖

に‘い
ネ
罵

肉
は
生

食
を
曜

呎

十
分
加
熱
し
て

食
べ
る
こ

必

氣
心
す
す
め
」
¥
孑

。

サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
の
錫
台
、
食
品

の
管
理
や
取
り
扱
い
か
悪
ぐ
。
菌
が
大

陣
に
増
え
た
食
品
濫
鏝
す
る
ご
と
に

よ
り
、
食
中
毒
に
な
Q
豕
す
。
食
べ
て

か
ら
症
状
が
出
る
ま
で
に
は
、
諾
辺

時
間
～
数
ぽ
か
か
Q
豕
す
。
主
な
矼
状

は

膜
痛
、
下
痢
。
発
熱
(
3
8
-
4
0
で
前

鬯

で
T

。

書

に
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
感
染
し
て

私
ぼ
冫

冫

堽

状
が
出
ず
に
、
闌
郢
猾

世
し
て
い
石
璃
合
や
。
湎
切
な
治
凍
を

怠
っ
た
y
苫
に
よ
り
、
数
凋
問
も
体
内

に
菌
が
と
ど
汞
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ホ
フ
。
そ
の
た
め
、
調
理
業
務
に
携
わ

っ
て
い
尻
方
は
、
定
期
的
に
倏
然
y
受

け

る
i

が
必
翆

手

。

家
庭
の
ペ
ッ
ト
と
し
て
讐
ま
れ
て

い
る
犬
や
猫
の
腸
内
。
そ
し
て
爬
虫
類

も
腸
内
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
を
痔
つ
て
い

る
こ
仁
?
の
叮
汞
歹
。
爬
虫
穎
の
ペ
ッ

ト
と
し
て
は
ミ

ド
リ
ガ
メ
か
よ
く
飼
わ

れ
て
い
ま
す
か

、
こ
曾

の
ペ
ッ
ト
に

触
っ
た
後
や
、
ゲ
ー
ジ
の
綿
除
を
い
た

後
は
石
叭
(
で
よ
く
羊
忝
沃
い
ま
し
ょ

う
。こ

の
ほ
か
、
ス
ッ
ポ
ン
の

強
壮
効
果

を
期
待
し
、
そ
の
生
孝
皿
夲
醪
ん
で
飲

む
場
合
も
あ
り
手
子

が
、
ス
ッ
ポ
ン
も

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
夲
痔
っ
て
い
る
場
合
が

茆

心
の
で
、
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

主
な
感
染
経
路

ど
ん
な
事
故
が
あ
っ
た
の
?

サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
の
事
例

記
憶
に
新
し
い
と
y
嶌

で
は
今
年
の

三
气

東
京
ほ
か
一

県
の

学
校
給
食
に

提
供
さ
れ
た

「
三
色
ヶ
'
-
キ
い
が
原
因

の
食
中
坩
か
あ
口
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
都
四

ぶ
鴛

瓦

事
例
を

い
く
つ

か
挙
げ
て
み
る
と
・
・・

□
社
員
食
堂
で
と
ろ
ろ
そ
ば
を
食
べ
て

発
症
!

卵
入
口
ご

父

汗

を
作
Q

愿

じ

た

た
め
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
か
増
え
た
の

が

原
因
で
し
た
。

□
研
修
所
で
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
を
食
べ
て

発
症
!

茶
碗
蒸
し
用
の
邵
さ
卵
を
俘

う
た

ボ

ウ
ル
奩

叭
}
ず
に
、
そ
の

埀
肌
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
の
調
理
に
使
用
し

た
の
が
原
囚

で
し
た
。

こ
れ
で
安
心

卵
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い

禀
涎
で
・
卵
を

扱
う
堝
台
は

、
次
宝

う
9

左

に
注

意
し
声

し
ょ
う
。

①
卵
は
新
し
く
、
ひ
び
劉
れ
の
な
い
も

心
浜
選

ぶ

㈲
を
割
っ
た
と

き
、
平
ら

な
皿
に
の
付
x
と

。
古
い
卵
ほ
ど
簧

身

か
平
ら
に
な
り
、
白
身
も
灣
く
な
る
)
。

産
卵
日
や
包
装
日
、
期
限
表
示
～

も
の
は
、
り
付
を
簀

餮

る
。

②
持
ち
碍
っ
た
卵
は
歹
ぐ
冷
蔵
圃
に
入

れ
る
儼
存
は
&
で
以
下
が
目
宮
。

期
限
表
示
の

な
い
卵
は
、
産
卵
日
や
包

装
日
な
ぐ

落

迂

し
、
で

聲
刄

杵

覃

め
に
消
費
す
る
。

冫
卵
菅
公

策

ず

萼

き
に
便
っ
た
容

器
、
器
艮
は
一
回
ご
と
に
洗
浄
し
、
熱

湯
夲
か

け
た
筏
に
便
う
。
割
っ
た
ら
放

置
付
子

、
す
ぐ
に
調
理
す
る
。

④
加
熱
は
ゆ
っ
く
り
中
ま
で
伝
わ
る
よ

う
に
す
る
。
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
エ
ッ
グ
、

オ
ム
レ

ツ
は
口
に
縁
戞

滯

状
靠

が

残
っ
て

い
な
い
状
態
に
。
カ
ス
タ
ー
ド

の
目
安
は
金
属
ス
プ
ー
ン
に
薄
い
膜
が

つ
く
秤
慶
ま
で
。
ゆ
で
卵
は
沸
騰
水
で

く
芬

竪

加
熱
す
る

。
自
家
製
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
に
ひ
ひ
割
れ
卵
は

叨
わ
ず
、
作
っ

た
ら
す
ぐ
食
べ
る
。

⑤
温
か
く
し
て
食
べ
る

料
理
は
7
5で
以

上
、
冷
や
し
て
食
べ
る

料
理
は
1
0で
以

下
が
目
安
で
、
料
理
が
始
ま
っ
て
か
ら
7

蒔

間
以
内
に
食
べ
る

。

t
お
年
寄
り
、
冫
歳
以
下
の
乳
幼
児
、

妊
娠
巾
の
女
性
、
忠
及
機
能
が
低
下
し

て
い
尖

た
ち
に
対
し
7
ほ

、
生
卵
は

建
け
、
で
き
る
限
り
、
十
分
加
熱
し
た

卵
料
理
蒿
提
供
す
る

。

わ
が
家
の
台
所
を
守
る

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

「う
ち
に
限
っ
て
食
中
毒
な
ん
て
・
・
・
。
」

そ
う
思
っ
て
い
る
屶
も
多
い
隘
y
。食

中
毒
と
い
う
と
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館

な
ど
の
飲
食
店
で
の
食
亊
か
原
因
と
思

わ
れ
が
呑
で
す
。レ
?
し
。毎
E
食
べ

て

い

る

雰
庭

の

食

事

が
原

囚

の

食

中

毒

は

、

全
体

の
2
0
%

近

く
を

占

め

て
い

る

の

で

で

ご
家
庭
で
の
食
尽
。活
か
ら
食
中
毒
を

予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
寛
え
や

す
い
サ
ー
シー
ス
・
セ
ー
ソ
で
ボ
と
め

て
み
`
C
た
。ズ
リ
、男
ヤ
¥
C
よ

う

。

【
サ

】

さ
っ

ぱ

り

洗

浄

表

芸

・
包

丁

・
ふ

袰

今

ス

ポ

ン

ジ

な

ど
の

キ
ッ

チ
ン

轡
l

は

よ

く
洗

い

声

し

ょ
う

。

さ

ら
に

、

熱

湯

や

塩
素

系

消

毒

剤
で

の

湾

潸
や

、

点

沸

受

付
ま

ぽ

完

璧
で

耳

【
シ

】
し

っ

か

り

加

熱

ほ

ど
刄

ど

の

食

中
毒

菌

は

、

熱
に

弱

い

も
の

で

す

。

食
品

は

中

し

部

ま
で

十

分

加
熱

し

声

ざ

う

勁

で

で

Å

酳

以

上

唹

日
安

气

前
日
に
残
っ
た
煮
物
は
、グ
ツ
グ
ツ

″
y
立
て
勺
こ
と
。ま
べ
冷
厦
食
品
は

中

ま
で

巵

が

通

り
に

く

い

の

で

、
中

を

割

っ
て

確

か

砂
9
y

か

大

切
で

す

。

【
ス

】
す

っ

き

り
冷

蔵

庫

冷
蔵
墮
の
中
陰
』
ま
め
に
整
理
に
汲

し
ょ
う
。
定
期
的
な
潸
掃
武
心
す
す
め

に
¥
ヂ
。

ま
た
、
温
度
管
理
も
お
忘
れ
な
～

▽
冷
痿
堅
・・・
マ
イ
ナ
ス
1
5
℃
以
下

マ
冷
蔵
拏
・・
1
0で
以
下

【
セ
】
せ
っ
け
ん
で
手
洗
い

調
麗
の
前
や
ト
イ
レ
の
殴
、
ペ
ッ
ト

に
触
れ
た
笈

ぼ

、
雲

瓦

全

を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

【
ソ
】
そ
う
だ
ん
し
よ

う

ド
痢
や
阪
嵎
傴
こ
が
続
い
た
ら
、
す

ぐ
に
か
か
り
つ
け
り
静
蛮
孝
心
に
相

林
¥
じ
ょ
う
。

食
中
毒
な
ど
食
品
衛
生
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

足
立
保
健
所
　
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

お
医
者
さ
ん

に

聞
く

食
中
毒
の
見
分
け
方
と
対
処
方
法

食
中
毒
は
、
腹
喝
、
下
痢
、
叶
き
気
、

む
つ
賢
や
が
急
に
始
ま
る
y
y
笳
多

ぺ
西
蒙
孫
一
冫
」
と
も
あ
り
惠
y
。

家
庭
内
ぷ
」
う
じ
た
症
状
が
現
れ
た
と

戌
`
と
F
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。
面

日
本
広
報
復
髱
汀
「
こ
こ
か
ポ
イ
ン

ト
!
食
中
・
零
防
」
古
)

食
中
毒
か
ど
う
か

を
ど
う
見
分
け
た

ら
よ
い
で
す
か

□
食
中
毒
菌
の
特
徴
を
知
っ
て
お
く

食
中
毒
Q
E

吭
砂
現
れ
る
順
序
や
頻

鬩

強
さ
や
持
続
時
間
は
、
原
因
と
な

る
菌
の
種
類
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
ま

す
(
表
土

。
で

す
か
ら
、
食
巾
郷
菌

の

特
徴
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
芻

ほ
ば
、

食
中
両
を
刊
断
す
忝
忌
卮
殴
y
。
ま

す
。正

確
に
食
中
竃
の
原
因
`
靨
調
べ
る

に
は
検
便
な
ど
に
よ
り
豕
す
か
、
2

～
3

日
奩
尹
¥

チ

。

表1　 主な食中毒菌別による症状の特徴

□
共
通
の
食
事
を
食
べ
た
人
に
同
じ
症

状
が
現
れ
て
い
る
か

家
庭
の
食
事
、
公
食
、
弁
当
、
玲
食

な
ど
、
共
通
の
食
事
參
譱
べ
た
人
に
、

前
涛
じ
て

同
哢

″覗

状
が
現
れ
れ
ば
、

食
巾
毒
か
ほ
わ
れ
ま
す
。
に
ぶ

し
、
こ

こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
人
院

を
必
要
々

歹
る
懲
屁
の

経
濃
笋

葛

湯

合
を

の
る
と
い
つ

左

で

す
。

□
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
ほ

う
が
症
状

が
重
く
な
り
や
す
い

笑
団
食
中
毒
の
調
査
に
よ
倉

、
原

因
と
な

っ
た
食
事
を
瓜
べ
た
人
の
う
ち
、

症
状
か
山
る
の
は
3
0～
4
0
%
の
こ
と
が

多
い
ぷ
つ
で
罵

ま
た
、
慳
使
が
ら
原

囚
菌
か

倹
出
さ
れ
て
も
、
ま
っ
た

く
症

状
の
な
い
人
や
柾
状
が
蟒
く

、
自
然
に

治
癒
し
て
し
壱

又

も
大
勢
い
ま

す
。

こ
れ
に
は
、
祠
気
衰
琴
者
菌
の
強

さ
、
体
に
入
っ
た
蘭
{
¥
、
良
べ
た
人

の
低
机
力
な
ど
が
関
係
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
抵
飢
力
の
弱
い
乳
幼
児

や
高
船
者
な
ど
で
は
、
啾
眤
に
な
り
や

す
い
の
で
、
特
に
陶
然
砂

略

で

す
。

ど
ん
な
応
急
処
置

を
す
れ
ば
よ
い
で

す
か

頁
中
応
か
な
と
思
っ
た
ら
、
堅
め
に

お
医
者
さ
ん
に
相
談
す
る
の
か

埀
で

す
。食

中
毒
の
場
合
の
む
つ
吐
や
下
痢
は
、

陬
閃
物
質
岑
乖
阯
し
よ
I
冫
こ
す
る
易
体

の
防
御
反
吸
毎
か
ら
、
薬
で
止
{
茗

の
は
好
ま
～
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
の

診
断
岑
戞
け
y
に
、
む
や
み
に
市
販
の

ド
痢
止
め
な
ど
の

薬
紊

限
写

る
の
は

哲
W
C

よ
う
。

何
よ
旦
(

摎
な
の
は
、
矢
っ
た
体
内

の
水
分
を
禰
い
、
晩
水
症
状
を
予
防
す

る
こ
と
で
す
、

●
症
状
が
軽
い
と
き

症
状

が
軽
け
れ
ば
、
安
静

に
)人

恥
冷
声
し
、
番
茶
な
ど
函
激
の
少
な
い

飲
み
物
を
少
し
ず
つ
飲
ま
廿
稾
す
。
お

う
叶
や
下
痢
に
よ
っ
て
塲
が
な
ど
の
電

解
質
も
失
わ
れ
る
の
で
、
電
解
質
や
そ

の
吸
収
を
助
け
る
欅
分
か
添
加
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
薮
ま
せ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
む
つ
吐
が
な
い
の
盈
嗄

訟
て
か
ら
、
薄
い
塩
味
の
お
か
ゆ
や

廓
か
い
一
冫
沌
な
ど
、
消
化
?
い
も

9

冫
叨
め
埀
χ

●
症
状
が
重
い
と
き

次
り
雲
心
樊
は
、
早
め
に
医
帥

の
診
察
が
必
要
で
y
。

〉
麺
つ
吐
の
た
め
、
水
分
を
な

り
こ
と

が
で

忝
な
い
、
乞

い
は
大
籬
の

水
様

性
下

痢
が
9

沢

口
か
ら
水
分
夲
禰

い
き
れ
な
い
樊
T

急
激
に
脱
水
症
状

に
な
る

危
険
が
あ
り
ま
す

▽
高
い

熱
や
血
価
呑

伴
う
變
T

重
い

鰹
過
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▽
叶
薺
侃
や
下
痢
は
軽
く
て
も
、
物
が

二
電
に
見
え
る
、
ま
ぶ
た
が
下
が
忝
な

ど
狎
経
豕
痺
{
瓰
状
が
呼
?
菩
・
・
・
抗

毒
素
血

済
療
法
が
必
要

な
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
に
よ
る
中
毒
の
疑
い

が
あ
り
ま
す

放
送
大
学
1
0月
入
学
生
募
集
!

放
挙
(
学
は
、
旧
歳
以
輿
Z
p
ね

た
で
か
(
学
衣
験
な
し
に
入
学
で
癶
る

正
規
の
大
学
で
y
。
学
部
は
孜
養
学
部

で
、
現
在
閲
哢

さ
れ
て

い
る
約
刈
の
科

目
腿

八

て

、
テ
レ
ビ
か
ラ
ジ
オ
で

毎

日
笏

蛩

れ

、
―
科
目
か
ら
目
宅
で

学

雅

典

泛
夛
。
大
学
卒
業
夲
目

指
す
全

科
履
修
生
は
、
4

年
四
T
在

学
し
て
所

定
の

単
位

を
取
得
す
る
と

学
士

蔽

養
)

の
学
々
函
取

得
で

耋

簍
y
。
ま
た

、

卒
業
を
昆

夕

并
夛

、
学
ぴ
た
い
科
目

を
卜
学
期
間
(
6

ヵ
月
)
乖

愈

目
履

修
生
、
1
年
間
学
ぶ
選
科
履
修
生
の
コ

ー
ス
も
あ
口
ま
す
。
出
願
受
付
期
間

=
6
月
1
5
E
I
&
月
1
5
日
※
募
集
要

項
喋
り
月
1
5
日
か
ら
配
布
。
学
習
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
区
政
情
報
蚕
、
公
社
等
各

竍
螽
教
育
関
係
應
設
に
り
ゐ
り
零
T

授
業
開
始
=
W
T
口
】
問
先
=
放
送

大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
生
涯

学
習
即
回
〒
1
2
0
・
q
t
東
綾

瀬
L
廴
y
占

(～
)
2
6
6
1

訪
問

足
立
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

□
車
検
は
こ
こ
で
行
っ
て
い
ま
す

足
立
自
動
車
検
査
登
鉦

事
務
所
は

、

新
申
の
購
入

、
名
義
変
更

、
廃
申
時
な

ど
の
登
録
や

、自
動
申
の
倹
査
(
車
匏

沍

耳

邇

軛
省
の
槻
煢

手

。
同
じ

歌

地
内
に
叫

だ
立
自
動
車
税
務
亊
務
所
も

ぢ

果
足
立
自
動
軍
検
真
姦
事
務
所
は
。

足
立
。荒
川
、台
東
、墨
田
、葛
飾
、

江
東
、江
戸
川
?
区
を
管
轄
し
。こ

こ
で
豊
録
し
た
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
「足
立
」y
原
口
手
子
。管

内
に
は
工
場
等
か
多
い
た
め
、保
町
申

両
数
の
中
で
も
貨
物
申
(
ト
ラ
ッ
ク
ー

の
割
合
か
高
ぐ
な
っ
て
い
圭
y
。

□
自
動
車
の
登
録
と
検
査
と
は
?

自
動
単
も
呀

産
(

勦
愬

な
の
で

、

所
有
権
の
公
証
や
保
有
台
数
の
実
態
把

握
の
た
め
に
登
録
か
必
要
で
歹
。
い

わ

ぱ
、
自
動
車
の
戸
籍
と
い
え
ネ
罵

自
勣
卑
の
検
査
(

卑
検
)
は
、
安
全

健
保
と

公
霽
防

止
の
な

め
刄

自
動
眼

哭

間
ド
ッ
グ
り
ぷ
つ
な
も
の
で

す
。

眼
倹
は
そ
の
時
点
で
基
準
に
合
う
て
い

忝
か
の

検
査
な
の
で

、
貶
}

ろ
の
虍
倹

整
僑
が
大
切
で

す
。

□
活
用
し
よ
う
!
　
C
A
R
ア
ン
サ
ー

(
5
6
8
6
)
0
1
2
3

1
0在
ま

月
か
ら

、
蠶

琴
手
続
き
や
倹

査
関
係
な
ど
の
案
内
を
家
庭
の
電
話
や

フ
ァ
ク
ス
で
2
4
時
間
受
け
付
け
9

ア
レ

ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

。
色
々
な

案
内
を
し
て
い
ま

す
が

、
検
査
予
約
だ

け
は
午
前
8

時
3
0分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
で
7

。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
来
所
す
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

自
勣
覃
の
倹
査
・
蠶

黥
は

、
月
末
や

年
度
末
に
大
変
混
雑
し
廖
7

。
ま
た
検

査
は
予
約
か
必
要
な
の
で
余
裕
を
痔
つ

ぶ

ぶ

ぎ

し
ま
し
ょ
う

。

問
先
―
足
立
自
助
申
検
査
登
鍬
亊
穆
所

爾

花
畑
?
1
2

工

▽
登
録
閲
係

(
3
8
8
4
)
1
5
1
1

マ
倹
杳
関

係

(
3
8
8
4
)
1
5
1
3

学

校

ア
ル

バ

ム

竹の塚小学校
竹の塚1- 8- 1

【
教
習
目
標
】

人
間
尊
璽
の
樗
神
を
基
調
と
し
、広

く
国
際
籵
否
に
お
い
て
厄
頓
と
再
敬
の

得
穴
る
知
・
徳
・
体
・
情
操
の
調
和

の
と
れ
た
奩
7
石
に
健
全
で
人
間
性
～

を
め

ぎ
し
て
次
の

目
標
を
お

ぺ

▽
進
ん
で
努
力
し

や
ひ

ぬ
ぐ
子
ど
も

▽
な
か
よ
く

思
い
や
り
の
多

心
了
ど

も▽
よ
く
考
又

く
ふ
・
冫
裏

手

と
石

▽
じ
ぶ

呈

で

明
る
い
子
ど

も

【
沿
革
】

▽
昭
和
4
3
年
4
月

竹
の
塚
小
学
校
創

立
(
保
木
間
小

学
校
内
)

▽
昭
和
4
3

年
5
月

新
校
舎
へ
移
転

※
以
唆
昭

和
如
年
ふ
月
ま
で
測
築

マ
昭
和
4
4
年
8

月

プ
ー
ル

完
成

▽
昭
和
4
6年
2

月
体
育
館
竣
工
▽
昭
和
5
4
年
カ

ラ
ー
千
レ
ビ
を
各
教
窒
に
設
置
▽
平

成
8
年
9
月
パ
ソ
コ
ン
1
3
台
・
設
塰
v

平
成
9
年
9
月
ベ
ル
モ
ン
ド
中
学
生

と
の
交
流
会
▽
平
硬
9
年
1
1
月
創

立
3
0
周
年
記
包
式
典
▽
平
成
1
0
年
3

月
末
現
在
卒
業
牛
穏
数
3
千
?

マ
平
成
1
0
年
4

月
現
在
1
8

孝
廠

、
児

童
歡
5
7
0人

【
川
和
誠
一
校
長
先

生
か
ら
】

鳶
辰
す
る
国
際
化
に
向
け

、
国
際
理

解
教
育
を
進
め
て
い
圭
y

。
毎
日
行

う

な
わ
か
ぴ

や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の

「7
芬

閧
滯
勣
」
は
1
4
年
間
続
い
て
い
ま
す

。P
T
A

・
地
域
の
大
き

な
力
聚
支
え
に

、

ど
の
児

莖
も
目
を
耀
か
せ
ア
柄

躍
す
る

学
校
奮

日
指
し
ま
す
。

第十四中学校
西竹の塚1- 8- 1

【
教
習
目
標
】

吸
口

な
い
4

歩
聚
こ
け
る
拡
竝
の
に

な
い
手

と
し
て

、
健
康
な
か
ら
だ
と

登

か
な
心
哂
釁
り
ち

、
創
造
的
な
課
題
解

決
の

能
力
夸
石

見

。
調
和
の
と
れ
た

人
間
夊

晟

す
る

。

▽
深
く
考

ぺ

公
正
に
判
断
し

、
進
ん

で

実
行
す
る
入

▽
互
い
に
敬
釁
し

、
明
る
ぐ
誠
実
に
生

宮

人

▽
動
労
と
貴
任
を
丞
人

じ

、
個
性
の
伸

長
に
努
1

【
沿
革
】

▽
昭
和
2
2
年
4
月
第
十
四
中
学
校
創

立
(
`
哩
小
学
校
四
▽
昭
和
2
4
年

2
月

現
在
地

に
新
校
舎
峻
エ

マ
昭

和
嵒
T

月

泪
江
中
学
校
分
離
独
立

▽
昭
和
4
0年
5
月

鉄
筋
校
舎
n

教

麿

竣
工

▽
昭
砦
跟
4
月

入
谷

中
学
校
分
離
独
立

▽
昭
和
5
3年
4
月

伊
興
中
学
校
分
駻
独
立

▽
昭
和
6
2年
H

月

創
立
4
0岡
年
配
浣
典

▽
平

吸
1
0年
1
月
末
現
在

卒
業
生
総
数
1

万
6
千
叨
人

マ
平
成
1
0年
4
月
現

在
2
4
学
級
、
生
徒
数
9
2
9
人

【江
川
和
宏
校
長
先
生
か
ら
】

創
立
5
0
周
年
を
廼
え
、半
世
紀
に
わ

た
る
教
育
の
既
梁
か
内
外
に
示
さ
れ
ま

し
た
。伝
統
と
創
姿
y
重
ん
じ
る
稜
風

の
下
に
、
日
々
牛
啀
と
箟
買
が
共
に

楽
し
く
学
ん
で
い
事
7
。
礼
儀
正
」き

と
部
活
動
の
実
績
を
箝
口
と
」羨
す
。
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く
ら
し
の
情
報

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
。
外

国
人
を
含
む
す
べ
て
の
万
は
、
必
ず
公

的
な
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
(

社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い

方
ほ
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
中

の
方
は
除
き
ま
す
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
轍
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(

最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り

ま
す
か
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
。

申
込
=
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪

失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な

ど
、や
め
た
月
日
が
確
認
で
膏
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
を

除
く
)
の
受
耙
者
は
、
年
金
証
書
(
年

金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者

期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)
を
窓

口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(
本

大
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の

場
合
は
、
保
険
証
は
翌
百
郵
送
と
な
り

ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
恥
して
新
た
に
職

場
の
健
贋
保
険
に
加
入
レ
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
。
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
計
な
ど

か
ら
国
氏
健
贋
保
険
課
に
は
加
入
の
連

絡
が
あ
り
ま
せ
ん

。
手
続
き
を
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

届
出
=
勤

務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

証
、
届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

▽
就
職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は

使
え
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま

資
格
の
な
く
な
っ
た
保
険
証
を
便
い
、

保
険
診
療
の
給
付
を
受
け
ふ
と
、
後
日
、

区
が
負
担
し
た
7
割
稻
当
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=

保
険
給
付
係-

い
ず
れ
も
-

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
纃
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
=
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資

格
賦
課
係

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を
　
退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
ば
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
、
病
院
等
に
か
か
る
場
合
、
表

1
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。
対
象

=
老
齢
ま
た
ほ
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年
金
は
除
ぐ
)

を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳
未
満
の
方
、
お

よ
ぴ
そ
の
扶
養
家
族
で
次
の
要
件
を
満

た
す
万
・
・
・
年
金
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上

ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年
以
上
あ
り
、
自

分
で
掛
け
金
を
納
め
て
い
た
方
(
た
だ

し
、
老
人
保
健
法
該
当
者
は
除
く
)

※
(
福
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
こ

の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は

、
切
り
替

え
の
手
続
き
を
し
て

ぐ
だ
さ
い

申
込
=

年
金
証
書
(

年
金
受
給
開
始
時
に
届

い
た
、
被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る

も
の
)
/
国
民
健
康
保
険
証
/
印
鑑
を

窓
口
に
持
参

※
年
金
証
書
が
届
い
て

か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資
格
賦

課
係

表1　 退職者医療制度一部負担金割合

※保険料は変わりません

生
活
環
境

商
工
業
実
態
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
3
0
日
現
在
で
「
商
工
業
実
態
基

本
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
は
商

工
業
の
実
態
を
叨
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
そ
の
結
果
は
国
の
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
の

対
象
と
な
る
企
業
に
は
6
月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象
=
製
造
業
、

卸
売
・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
に
属
す

る
事
業
所
を
有
す
る
企
業
で
、
通
商
産

業
大
臣
が
指
定
す
る
企
業

間
先
=
総

務
課
統
計
係

北
千
住
駅
西
口
再
開
発
施
行
地
区
の
公
告
と
縦
覧

北
千
住
駅
西
口
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
の
施
行
地
区
と
な
る
区
域

が
公
告
さ
れ
ま
す
。
区
域
内
の
宅
地
に

つ
い
て
未
登
記
の
借
地
権
を
お
持
ち
の

方
ば
、
縦
覧
開
始
の
日
か
ら
勍
日
以
内

に
申
告
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

縦

覧
期
間
=
6
月
1
9
日
～
7
月
9
日
壬

・
日
曜
日
を
除
ぐ
)

対
象
=
千
住
二

丁
目
・
三
丁
目
・
四
丁
目
お
よ
び
千
住

旭
町
の
各
一
部

場
・
問
先
=
北
千
住

駅
西
口
再
開
発
事
務
所

(
3
8
7
9
)
5
5
1
3

住
宅
・
都
市
整
備
公
団

西
新
井
第
二
団
地
建
替
計
画
の
近
隣
脱
明
会

日
時
=
6
月
1
6日
㈹
、
午
後
7
時
～
9

時

場
所
=
西
新
井
法
人
会
館
(
栗
原
3

卜
1
0
-
1
6
)
問
先
=
住
宅
・
都
市

整
備
公
団
東
京
支
社
改
善
計
画
課

(
5
3
2
3
)
2
6
8
6

区
・
住
宅
課
住
宅
計
画
担
当

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
回
調
整
課
助

成係
表2　 水洗化可能地域

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
簗
し
た
り
増
改
築
等
で
出
入
口

を
変
更
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
を
決
め
るだ
め
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
動
等
の
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
。
上
陳
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し

た
ら
、
建
築
確
認
書
一
式
(
特
に
そ
の

中
の
案
内
図
と
配
置
図
)
を
ご
用
意
の

う
え
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
ア
パ
ー

ト
等
建
物
の
名
称
が
変
わ
つ
た
場
合
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
=
住
居

表
示
担
当

庁
舎
節
電
に
ご
協
力
を
!

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
地

球
温
暖
化
防
止
を
考
慮
し
て
、
電
力
需

要
が
最
大
と
な
る
夏
季
(
6
月
～
9

月
)
の
午
後
2
時
か
ら
1
時
間
、
庁
舎

の
冷
房
や
照
明
設
蠏
を
1
0
%
程
度
カ
ッ

ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
蓄
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
庁
舎

管理課

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
区
役
所
代
表
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

「
丸
の
内
二
丁
目
2
-
1
他
街
区
開
発
事
業
」
の

環
境
影
響
評
価
書
案
の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
つ
き
、
6
月
2
3日
に
環
境
影一
評

価
書
案
が
公
示
さ
れ
、
次
り
と
お
り
眤

覧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
環
境
影
響
評
価

書
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都
民
の
方
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
=
6
月
2
4日
～
7
月
2
3日

※
た
だ
レ
、
土
・
日
曜
日
お
よ
ぴ
祝
日

を
除
く

縦
覧
時
間
=
午
前
9
時
洳
分

～
午
後
4
時
3
分

縦
覧
場
所
=
区
役

所
・
環
境
課
、
都
・
環
視
影
響
評
価
診

査
室
(
都
・
第
一
本
庁
舎
北
棟
3
6階
)
、

都
・
多
厚
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合

同
庁
舎
4
階
)

※
な
お
評
価
書
案
は
、

中
央
図
書
館
、
江
北
区
民
事
務
所
、
江

北
区
民
事
務
所
宮
城
分
室
、
江
北
区
民

事
務
所
新
田
分
室
、
鹿
浜
区
民
事
務
所

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

意
見
書
の
提
出

の
た
め
に
必
要
な
記
入
事
項
=
氏
名
お

よ
び
住
所
(
都
外
在
住
で
都
内
在
学
・

在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
)
/
対
象

事
業
の
名
称
/
意
見
　
意
見
書
の
提
出

期
限
=
8
月
7
日
意
見
書
の
提
出
先

=
都
・
環
境
影
饗
評
価
審
査
室
〒
1
6
3

・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-

―

問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査

室
　
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

区
・
環
境
課
調
整
係

□
脱
明
会

評
価
書
案
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
よ

る
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
時
等

=
▽
7
月
1
0
日
宇
・
江
北
小
学
校
▽

7
月
1
4
日
㈹
・
・
・
宮
城
小
学
校
※
い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
間

先
=
三
菱
地
所
㈱(

3
2
8
7
)
5
7
6
1

郷
土
博
物
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め
、
6
月
2
3

日
㈹
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

問
先
=郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

学
校
の
図
書
館
で
、
お
話
会
(
本
の

読
み
聞
か
せ
)
、
本
の
貸
し
出
し
・
整

理
等
を
行
い
、
本
を
通
じ
て
子
ぐ
も
た

ち
の
夢
を
は
ぐ
く
む
活
勣
を
し
ア
み
ま

せ
ん
か
(
無
報
酬
)
。
活
助
開
始
=

9
月
申
込
期
間
=
6
月
1
0
日
～
2
5
日

場
所
=
弘
道
鳶
一
小
学
校
/
鹿
浜
小
学

校
/
桜
花
小
学
校

対
象
=
各
学
校
の

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
=
電
話

※
く
ゎ
レ
い
内
容
に
つ
い
ア
ほ
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
=
生
涯

教
育
推
進
課

掲
示
板

□
整
靴
技
能
講
座
(
裁
断
コ
ー
ス
)

日
時
=
7
月
1
3
日
・
1
4
日
・
1
6
日
・
2
1

日
・
2
2
日
・
2
3
日
、午
後
6
時
～
9
時

1
0
分
定
員
=
1
2
人
費
用
=
無
料

受
付
=
6
月
2
2
日
・
2
3
日
、午
前
9
時

～
午
後
7
時
場
・
申
・
問
先
=
都
・

足
立
技
術
専
門
校
台
東
分
校
台
東
区

橋
場
1
-
1
-
6
(
都
・
産
業
労
働
会

館
内
)
　
(
3
8
7
6
)
2
9
9
8

□
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

日
時
=
7
月
6
日
剛
、午
後
2
時
卸
分

～
5
時
、午
後
6
時
巧
分
～
8
時
茹
分

場
所
=
ア
ク
ト
2
1
(
荒
川
区
東
尾
久
5
-

9
-
3
)
内
容
=
職
場
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策

講

師
=
江
上
千
恵
子
氏
(
弁
離
士
)

定

員
=
各
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

※
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
=

都
・
王
子
労
政
事
務
所

(
3
9
8
)
0
1
1
7

□
城
北
養
護
学
校
公
開
授
業

▽
学
校
公
開
…
日
時
=
6
月
2
3日
㈹
、

午
前
1
時
2
0分
～
午
後
1
時

対
象
=

ど
な
た
で
も
可

▽
体
験
入
学
・
・
・
日
時
=
6
月
2
3
日
㈹
、

午
前
1
時
2
0
分
～
午
後
1
時
、割
日
團
、

午
前
1
0
時
1
0
分
～
午
後
1
時
対
象
=

肢
体
不
自
由
児
と
そ
の
家
族

場
・
問

先
=
都
立
臑
北
養
護
学
校
/
小
野

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
バ
ザ
ー

日
時
=
6
月
1
4
日
、午
前
1
0
時
叩
分
～

午
後
1
時
3
0分

場
所
=
都
立
城
北
養

護
学
校

間
先
=
花
畑
共
同
作
業
所

(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

□
女
性
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
公
開
講
座

日
時
=
6
月
2
1
日
、2
7
日
、7
月
4
日
、

午
後
1
時
～
4
時
内
容
=
名
刺
や
(

ガ
キ
の
作
成
定
員
=
3
5
人
費
用
=

無
料
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
期

限
=
l
月
1
5
日
必
着
場
・
申
・
問
先

=
都
立
青
井
高
校
〒
川
・
0
0
1
2

青
井
1
-
7
-
3
5

(
3
8
4
8
)
2
7
8
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

=
出
店
者
募
集
=

▽
6
月
3
日
聞
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
7
月
5
日
㈲
/
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
/
8
0区
画
/
出
店
料
千

円
/
斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▽
7
月
5
日
冊
、
午
前
1
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
旧
区
役
所

千
住
庁
舎
跡
地
/
7
0区
画
/
出
店
料
千

円
/
ク
ラ
ブ
旭

高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▽
7
月
1
2
日
沺
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
7
月
D
曰
翔
/
元

渕
江
公
園
/
圍
区
回
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
区
画
数
を
明
記
/
6
月
2
0日
必

着
/
〒
1
2
1
・
0
8
1
4

六
月
2
―
3
5―
5

咀
立
区
民
の
会
事
務
局

水
本
(
午

前
1
1時
～
午
後
6
時
)

(
3
8
6
0
)
0
7
0
8

□ 手話講習会　日時=7月2日～12月10日、毎週木曜日、午後6時30分～8時　対象=16歳以上で初めての方　定員=40人( 先着順) 　費用=無料( テキスト代
は実費負担) 　 申込=6 月14日、10時から電話　場・申 ・問先= 都・大谷田就労支援ホ ーム　3605- 3780
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年

金

国
民
年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

年
金
額
は
、
1
0
年
4
月
分
か
ら
表
3

の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
支
払
い
は
1
月
分
か
ら
、
老
齢
福

祉
年
金
は
8
月
分
か
ら
、新
し
い
金
額

に
な
り
ま
す
。
問
先
=
給
付
係

表3　10年度年金額 ( 単位: 円)

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
の
方
へ

年
金
支
払
通
知
書
の
送
付
は

年
1
回
に
な
り
ま
し
た

年
金
の
支
払
通
知
書
(

図
1
)
は
今
ま
で
年
六

回
お
送
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
年
1
回

ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。

な
お
、こ
れ
は
年
金
の

支
払
い
時
期
の
変
更
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
の
支

払
い
は
1
月
、
8
月
、
1
0

月
、
1
2月
、
2
月
、
4
月

の
年
6
回
で
従
来
と
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
先
=

給
付
係

図1　 年金支払通知書

税

金

住
民
税
の
特
別
減
税

を
実
施

1
0年
度
住
民
税
の
特
別
減
税
が
表
4

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
ず
。

▽
納
税
通
知
書
の
発
送

普
通
徴
収
は
、
7
月
8
日
に
郵
送
し

ま
す
。
第
一
期
分
の
納
期
限
が
本
年
度

に
限
り
7
月
3
1日
に
な
り
ま
す
。

▽
課
税
証
明
書
(
非
課
税
証
明
書
)
は
、
7

月
8
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

□
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
へ

第
一
期
分
帯
よ
ぴ
一
年
分
の
一
括
払

い
の
口
座
引
落
日
は
、
本
年
度
に
限
り

7
月
3
1日
に
変
わ
り
ま
す
。
問
先
=

課
税
課

表4　 特別滅税 額 ( 単位: 円)

※ 減 税 の 対 象 は 所 得 割 額 の み で す

催

し
物
ガ
イ
ド

第
2
0回
記
念

足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
3
日
(
木
)
開
催

今
年
は
第
2
0回
を
配
念
し
、
荒
川
河

川
敷
(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
閧
)
で
、
1

万
発
の
花
火
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
花
火
を
観
暫
ず
る
時
は
、

次
の
ル
ー
ル
を
守
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
等
の
消
灯
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

当
日
は
、
花
火
を
美
し
く
見
る
た
め

に
、
周
辺
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
等
の
消
灯

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
で

き
ま
せ
ん

一
昨
年
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ

る
沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
乗
員
の
転

落
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
審
察
の
厳
し

い
指
導
も
あ
り
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

で
の
観
覧
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

□
屋
形
船
で
の
観
覧
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す

屋
形
船
の
舶
主
ま
た
は
関
係
者
の
万

は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
=
所
定
用
紙

期
限
=
6

月
3
0日

申
・
問
先
=
観
光
協
会
(
産

業
振
興
謀
内
)

第
4
8回

足
立
区

文
化
祭
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

参
加
者
募
集

今
年
も
秋
の
又
化
祭
で
、
フ
リ
ー
ス

テ
ー
ジ
を
闃
催
し
ま
す
。

日
程
=
1
0

月
1
8・
2
5日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日

場

所
=
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
舞
踊
、
演

劇
、
器
楽
演
聨
な
ど
舞
台
で
行
え
る
も

の

申
込
=
電
話
連
絡
の
う
え
、
事
前

説
明
会
へ
(
7
月
3
貝
『

午
後
7
時

か
ら
庁
舎
ホ
ー
ル
』

申
・
問
先
=
フ

リ
ー
ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
(

文
化
振
興
係
)

現
代
美
術

「
日
韓
文
化
交
流
展
」

日
時
=
6
月
2
0日
～
2
8日
、
正
午
～
午

梭
7
時
(
最
終
日
は
午
後
5
時
)

場

所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

青
年
購
座

「
タ
テ
マ
エ
の
こ
こ
ろ
・

ホ
ン
ネ
の
こ
こ
ろ
」

一
番
身
近
な
こ
こ
ろ
の
問
題
か
ら
自

分
を
見
つ
め
厦
し
ま
せ
ん
か

。

日
時

等
=

▽
6

月
2
6貝

甲
・
心
綢
む
人
の
居

場
所
/
松
浦
幸
孟

公

レ
ス
ト
ラ
ン

ー

ク
ッ
キ
ン
グ
(
ウ
ス
代
表
)

▽
7
月
3

日
劒
・・・レ
タ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か

ら
み
え
る
こ
こ
ろ
/

吉
野
直
氏
(

思
春

期
相
談
室
テ
ィ
ー
ン
ズ
ポ
ス
ト
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
)

※
い
ず
れ

も
午
後
7
時

～
9

時

定
員
=
3
0
人

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

青
年

セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ち
び
っ
子
野
菜
収
穫

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
=
7
月
2
5
日
缶
、午
前
9
時
叩
分

雨
天
決
行
)

場
所
=
西
伊
興
小
学

校

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親
5
5組
(
抽
選
)

内
容
=
親
子
で

ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
農
家
の
畑
を
回
り
、

野
粟
(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
エ
ダ
マ
メ
、
小

松
粟
な
ど
)
を
収
穫
し
ま
す

※
弁
当
、

水
筒
、
軍
手
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等
を

持
参

費
用
=
人

川
円

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、親
子
の
氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、
「ち
ぴ
っ
子
野
菜
収

穫
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
希
望
」と
明

記
逕
信
用
に
も
住
所
、氏
名
を
記
入

し
て
ぐ
だ
さ
い
)
期
限
=
7
月
3
日

必
着
申
・
問
先
=
農
産
係
〒
1
2
0
・

8
5
l
O

中
央
本
町
1
―
1
7―
I

あ
だ
ち
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
演
技
出
演
団
体
の
募
集

ホ
ー
ル
部
門
の
參
加
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
子
ど
も
の
団
体
は
も
石
ろ
ん
、

大
人
の
団
体
で
も
子
ど
も
対
象
の
内
容

で
あ
れ
ぱ
歓
迎
で
す
。

日
程
=
9
月
2
0

日
㈲

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

内
容
=
楽
器
演
奏
・
児
童
劇
・
会
場
で

の
ク
イ
ズ
大
会
等

問
先
=
少
年
育
成

係

あ
だ ち
子ど

も フェ ス テ

ィ
バ
ル

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
自
信
を
育
て
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
大
人
と
子
ど
も

の
関
係
や
、
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
を

体
験
し
、
子
育
て
で
何
が
一
番
大
切
な

の
か
を
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

※
お

子
さ
ん
の
保
育
を
行
い
ま
す

日
時
=
7

月
2
日
～
1
6日
の
毎
週
木
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午

対
象
=
幼
児
の
い
る

お
毋
六
ん

講
師
=
手
寂
郁
恵
氏
(
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
研
究
会
代
表
)

定
員
=
1
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
6
0
0

円
(
保
育
保
険
料
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ヨ
ー
グ
ル
ト
を

作
っ
て
み
よ
う

手
作
り
の
楽
し
さ
と
本
当
の
お
い
し

さ
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。日
時
=
6

月
2
5
日
啝
・
2
6
日
颱
、い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
正
午
※
2
5
日
の
み
の
参
加
も

可

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
)
5
3
8
5

交
通
災
害
事
業
3
0周
年

も
し
も
の
と
き
お
役
に
た
ち
ま
す

□
交
通
災
害
共
済

東
京
2
3区
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る

交
通
災
害
共
済
は
、
皆
六
ん
が
通
勤
・

通
学
で
利
用
し
て
い
る
電
車
や
バ
ス
・

自
転
車
・
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

身
近
な
も
の
か
ら
、
船
舶
・
航
甓
機
な

ど
の
交
通
機
関
に
よ
っ
て
人
身
事
故
に

あ
っ
た
と
き
、
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

対
象
=
2
3区
内
に
住
所
が
あ
る

方

掛
け
金
=
年
額
5
0
0円
、
千
円
、2

千
円
の
I
種
類
(
一
括
払
い
)

申
込
=

掛
け
金
を
持
參
の
う
え
2
3区
内
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
で
加
入
申
込
書
を
捷

出
(
1
0人
以
上
の
団
体
は
直
接
共
済
窓

口
へ
。
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
)

見
舞
金
=
掛
け
金
1
千
円
の
場
合
、
死

亡
時
6
0
0
万
円
。
さ
ら
に
交
通
遺
児
に
は
1

入
に
つ
き
5
0万
円
を
支
給

問
先
=

交
通
災
害
共
済

□
足
立
区
交
通
災
害
見
舞
金
制
度

次
の
万
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

に
は
、
交
通
災
害
共
済
加
入
・
未
加
入

に
か
か
わ
ら
ず

、
区
か
ら
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
象
=
4
驟
か
ら
中

学
牛
お
よ
ぴ
司
歳
以
上
の
区
民

間
先

=
交
通
安
全
係

み んなの

ペ ー

ジ

あ
だ
ち
広
報
で

情
報
収
集

岸
本
恵
美
さ
ん

神
明
三
丁
目

足
立
区
に
引
つ
越
し
し
て
き
て
1
0年

に
な
り
ま
す
。
あ
だ
ち
広
報
に
よ
り
広

い
足
立
区
内
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
区
内
地
図
を
広
げ
て
ど
の
辺

か
な
?

交
通
機
関
は
?

自
転
車
で

行
か
れ
る
か
し
ら
?

と
ス
ヶ
ジ
ュ
ー

ル
表
と
見
比
べ
な
が
ら
色
々
な
行
事
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
広
報
の
イ
ラ
ス
ト
、
言
葉
等
を

カ
ッ
ト
し
て
(
ガ
キ
や
封
筒
に
は
っ
て

利
用
し
て
お
り
ま
す
。

毎月10日号の「みんなのページ」

をお楽しみに

イラスト ・身近な話題を募集中

このコ ーナーでは、皆さんのイラスト や身近な話題を募
集し てい ます。ハガキに住所、氏名( 希望する方はペンネ

ームも書いてください) 、電話番号、年齢( 学年) を明記
し て、どしどしご応募ください。

申 ・問先= 広報係 〒120- 8510 中央本町1- 17 ―1

「
中
学
生
の
私
?
」
佐
藤
香
さ
ん
(
第
十
三
中
1
年
)

△ 「海の絵」斉藤栞( しおり) さん。( 平野保育園・5歳)

◎ 区では、中小企業者 の方を対象に低利の事業 資金を斡旋し ています。運転資金や設備資金を必要とされる方は、ご相 談ください。
問先= 産業 振興課融 資係　3880- 5111 ㈹
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6
月
1
3
日
(
土
)
庁
舎
ホ
ー
ル
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
は
お
休
み
し
ま
す

区
役
所
全
館
を
衛
生
害
虫
駆
除
の

た
め
、
閉
館
し
ま
す
。
庁
舎
ホ
ー
ル

、

区
民
ロ
ビ
ー
、
駐
車
場
、
展
望
レ
ス

ト
ラ
ン
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
③

平
成
泉
橋

ザ
パ
ー
ツ
と
い
う
音
と
ご
も
に
、
橋

の
両
側
か
ら
突
然
水
が
流
れ
落
ち
て
き

ま
す
。「き
れ
い
で
す
ね
え
」。
だ
れ
か

ら
と
も
な
く
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
は
神
明
三
丁
目
、
垳
川
に
か
か

る
平
成
泉
橋
。こ
の
ウ
オ
ー
タ
ー
カ
ー

テ
ン
は
、
約
3
0分
お
き
に
5
分
程
度
流

れ
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
水
、
乳
酸
菌
飲
料
の
空
き
容

器
を
使
っ
て
浄
化
さ
れ
た
垳
川
の
水
な

の
で
す
。
空
き
容
器
に
つ
い
た
微
生
物

の
働
き
で
汚
れ
を
分
解
、
活
哇
炭
で
二

オ
イ
を
除
云
し
ま
す
。

垳
川
沿
い
に
は
、
神
明
六
木
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
、
散
歩
を
楽
し
り
人
も
数

多
く
い
ま
す
。
な
か
に
ほ
、
橋
を
匯
っ

て
き
た
八
潮
市
の
万
と
ワ
オ
ー
キ
ン
グ

仲
間
に
な
る
こ
と
も
…
…
。
平
成
泉
橋

は
単
な
る
橋
で
は
な
く
、
八
潮
市
民
と

足
立
区
民
の
交
流
の
架
け
橋
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

神
明
3
-
1
3東
武
バ
ス
(綾
瀬
駅

西
口
～
八
潮
車
庫
・
八
潮
市
役
所

間
)神
明町下車徒歩
5分

※
自
動
車
は
通
れ
ま
せ
ん

花だよ り

ハナショウブ

細
い
葉
の
間
か
ら
ま
つ
す
ぐ
伸
び
た

茎
、
そ
り
よ
に
紫
や
曰
の
大
輪
を
咲
が

せ
る
、
凛
と
し
て
優
雅
な
ハ
ナ
シ
ヨ
ウ

ブ
。
一
番
外
側
の
沢
き
な
3
片
は
萼
片

で

、
次
の
少
し
狭
い
I
片
が
化
弁
で
す
。

原
種
は
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
で
、
江
戸
時

代
武
士
に
育
て
ら
れ
、
江
戸
系
、
肥
後

系
、
伊
勢
系
等
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、1

千
種
程
あ
る
と
言
わ
れ
て
ぃ
ま
す
が
、

毎
年
新
し
い
品
種
が
作
ら
れ
て
ぃ
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
園
芸
品
種
の
あ
る
植

物
は
世
界
で
も
ま
れ
で
。
ま
さ
に
日
本

を
代
表
す
る
花
で
す
。
北
綾
瀬
駅
前
に

あ
る
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
に
は
、江
戸
系

を
甲
心
に
約
4
0種
、5
千
2
0
0株が
植
え

ら
れ
、
今
が
盛
り
で
す
。

5
月
5
日
の
端
午
の
節
句
に
軒
先
に

差
し
た
り
菖
蒲
湯
な
ど
に
使
わ
れ
る
シ

ョ
ウ
ブ
は
サ
ト
イ
モ
科
で
、
ア
ヤ
メ
科

の
(
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
は
別
の
も
の
で
す
。

絵: 立川安毳子さん( 栗原四丁目)

スケッチあ だち
このコーナーではまち の情報・話 題を

お待ちし ています。

問先= 広報 係 廿3880- 5111 ㈹

レッツ・エンジョイ・ベースボール! !
～べルモント少年・少女使節団来日～

4 月29日から5 月6
日の間、足立区と 姉妹
都巾提携を 結んでいる
西オースト ラリ ア州ベ
ルモンド市から 、当区
の子どもたちと野球を
通じて親善を 深めるた
め少年・少女使節団が
来 日。足立区軟式 野球
違盟関係者の案内 のも
と弘道小学校児童との

交流や区内施設見学、
親善試合などの数 々
の親善行事を体験し
ました。使節団 長の
ジュリ ー・ヒ ルズさ
んの 「友人になるの
に、お互いの距離の
遠さは問題になりま
せん」という 言葉が
関係者の心に温かく
強い絆を残し ました。

▲ さあ! ! 　 いよいよプ レイボ
ール

▲ 多くの観衆の中、熱い攻防が! !

▲ 弘道小6 年生との思い出の1 枚

特
産
野
菜
「小
松
菜
」を
食
べ
よ
う

5
月
2
3日
、
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
で
区

の
特
産
野
菜
の
小
松
菜
を
便
っ
た
料
理

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
松
粟
は
区

内
で
の
生
産
農
家
・
生
産
亶
が
最
も
多

く
、
身
近
な
野
菜
。
で
も
、
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
豊
富
な
栄
養
価
の
説
明

に
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿
も
多
く
み

ら
れ
ま
レ
た
。
参
加
者
の
今
泉
さ
ん
は

「小
松
菜
は
お
ひ
た
し
や
煮
ぴ
た
し
に

使
う
く
ら
い
。
き
ょ
う
の
実
習
で
、
料

理
の
幅
が
ひ
ろ
が
り
ま
す

と
腕
を
ふ

る
っ
て
い
ま
し
た
。

スポーツで親睦交流
第14回スポセンカップ

5
月
2
4日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
利
用
団
体
に
よ
る
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
じ
た
。
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
1
0種
目
約
4
0
0

人
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
存
分
に
発
祥
し

て
い
ま
しだ

。

▲たくさんの人と親睦を深めました(
卓球)

ちびっこも気合い充分( 空手)

年に一度の優雅で
華麗な舞台拝見!

『区民芸能大会 』
5月16日、庁舎ホールで開催さ

れた第42回区民芸能大会。プロ 顔
負けの歌や踊りの数々が発表され
ました。老若男 女90組U9 人 が出場
し、最高齢者は85歳。栄えある最
優秀賞は、「上海ボレロ」を歌った

椿二丁目在住の後藤シゲ子さん。
あなたも来年の舞台を目指し て練

習を始めてみてはいかがですか。

家族で南京玉すだれ。演じ
ている のは「亀戸天神人鼓橋」

きれいなドレスを身にま
とい、みんなそろってフラ
ダンス

第1 回東京・荒川
市民マラソン
5 月10日、荒川河川敷のコース
を走るフルマラソン( 42. 195km)
が行われました。完走制限は7
時間。男 女5, 886人が 参加 し、5, 513

人が完走し ました。

板
橋
区
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ン
ド
前

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

折
り
返
し
の
堀
切
橋
付
近
(
柳
原
一

丁
目
3
7番
先
)
で
は
、江
戸
あ
だ
ち
太
鼓

・
大
鷲
会
の
皆
さ
ん
が
和
太
鼓
で
応
接

マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
(

虹
の
広
場
付
近
)

逓
信
記
念
日
に
ち
な
ん
で

松
田
勝
さ
ん
と
玉
ノ
井
親
方
が
一
日
郵
便
局
長

4
月
2
0日
の
逓
信
記
念
日
に
ち
な
ん

で
2
1日
は
、
足
立
西
郵
便
局
長
に
足
立

区
出
身
の
俳
優
、
松
田
勝
さ
ん
、2
3日

に
は
、
足
立
北
郵
便
局
長
に
梅
田
在
住

の
玉
ノ
井
親
方
が
招
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

局
内
を
視
察
し
、
職
員
を
激
励
。
ま
た
、

訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
色
紙
や
記
念
品
を

配
っ
た
り
ご
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
一
役
買

っ
て
い
ま
し
た
。

※
足
立
西
・
北
両
郵
便
局
と
松
田
勝
さ

ん
、
玉
ノ
井
親
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

お
二
人
の
サ
イ
ン
入
り
色
紙
を
抽
選
で

そ
れ
ぞ
れ
1
名
の
万
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
ご
希
望
の
サ
イ
ン
名
と
広

報
紙
へ
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
広
報
課

ま
で
(
6
月
2
4日
必
着
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

▲ 局 長 席 で 出 勤 簿 に 署 名 す る 玉 ノ 井 親 方

松
田
勝
さ
ん
用
意
し
た
1
0
0
枚
の

色
紙
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り

ま
し
た

古紙配合率70% を使用し てい ます Hi . O. K　240, 000


